
知事や市長に何でも賛成では、 住民の声は届きません。

請願・意見書に対する各党の態度（一部） 共 産 自民 公明 府民※
民主系 維新

選択的夫婦別姓を求める請願 （22年6月議会） ○ × × × ×
消費税減税・インボイス中止を求める意見書 （22年2月議会） ○ × × × ×
高齢者医療費2倍化中止を求める意見書 （21年6月議会） ○ × × × ×
介護保険制度改悪に反対し、抜本的改善を求める意見書 ○ × × × ×
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国会・議会に届けて
願いを

国会・議会に届けて

日本共産党の議席は、住民の願い実現の役割を果たしています。

市  

会

請願書・意見書に対する各党の態度 共産 自民 公明 京都 維新 民フ 立憲
請願「国民健康保険料の引き下げ」（20年2月市会） ○ × × × × × ×

請願「小学校のような全員制の中学校給食の実施」（21年2月市会、
11月市会 ） ○ × × × × × ×

請願「現行の敬老乗車証制度の存続」（21年9月市会） ○ × × × × × ×

住民の願い実現    本気の政党は!?

2023年１月号外　日本共産党京都西地区委員会は次の見解を発表しました。
連絡先：日本共産党京都西地区委員会　☎075-311-4704

西京民報 成宮まり子
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1962年兵庫県篠山市出身。龍谷大学短期大学部社会福祉学科卒。共同学童保育所指導員、川島
保育所保育士。福祉保育労働組合西京支部執行委員長・地本書記次長。市議5期。家族：夫と一
女。趣味：歌を歌うこと、山登り。樫原蛸田町在住。
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に● 50 年前から子どもの医療費無料化、小

学校のような中学校給食を求めて運動
と論戦。

●女性議員数は第一党。府内女性議員の
42%は日本共産党。出産・子育て議員も
多数。

● 産休、育休、女性の働き方、ハラスメン
ト根絶、LGBTQなど性の多様性保障、選
択的夫婦別姓推進など。

子育てのことなら共産党

こどもと女性の支援、
ジェンダー平等を追求

●京都の地下に巨大トンネルを掘る北陸新
幹線延伸や、植物園を壊し府立大学内に
１万人収容の巨大アリーナを作る北山エリ
ア開発計画を、住民目線でチェック。中
止・見直しを要求。

●コロナ禍や物価高対策を優先に、税金の
使い道を変えようと積極的提案。

●生活相談や要求懇談会、アンケート調査、
商店街や福祉施設、団体への聞きとりな
ど、みなさんの願いを見える化し、要求
実現へ奮闘。

●コロナ対策で
使える制度を
つくり、紹介し、
改善や拡充を求
めてきました。

河合河合成宮成宮 かわいなるみや

府会
議員

●統一協会と自民党など政治家との癒着を
徹底追及。自民党府連のマネーロンダリン
グ、繰り返される政治とカネの問題の根本
にある政党助成金と企業・団体献金、日本
共産党は、どちらも受け取りません。

しがらみのない、
クリーンな党が伸びてこそ
議員報酬３割カット ！
議会改革を

（22年10月議会）

Profi leProfi le
府議3期。滋賀県彦根市生まれ。滋賀県立彦根東高校卒、京都市立芸術大学美術学部卒、同大学院
修士課程修了。桂川体振ソフトバレーボール部員。趣味はガーデニング。家族は、陶芸家の夫、長
女（大学生）、長男（小学4年）。上桂前川町在住。

まり子まり子 ようこようこ

保育士20年

戦前から「国民が主人公」つらぬ
き100年

議会 届けて届けて届けて

北陸新幹線よりくらし応援
税金の使い道ただす
京都のまちと環境を守り、
財政再建の提案

＃困ったときは共産党

住民の苦難解決が
党の原点

食材提供プロジ
ェクト

での相談活動

市会
議員
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住民と議会を結ぶ
届けて届けて届けて届けて届けて届けて届けて



安心して住み続けられる西京のまちを安心して住み続けられる西京のまちを
河合ようこ+ 成宮まり子

 保育士20年 ─ こどもが大好きです
たくさんの子たちや働く保護者、福祉職場の仲間と関わってきました。
「どの子も大切に、その成長を保障する保育や福祉の現場を良くした
い！」と一念発起して市会議員に。

 市会議員5期20年 ─ 市民の声を議会に届ける
市会議員5期20年―市民の声を議会に届ける「学童保育の詰め込み
解決を」「敬老乗車証の改悪は中止せよ｣「保育料引下げ、職員の増
員・処遇改善を」「全員制の中学校給食実施せよ」と議会で追及。
「敬老乗車証を民間バスに使えるように」「バスの本数を増やして」
「介護保険料高すぎる」など地域で聞いた声は必ず議会で取り上げ、
みなさんの「切実な願いの実現は譲れない！」とがんばっています。

● 全員制の中学校給食を実施し、給食費
は無償に
●小中学校全クラス30人以下に
●保育料、学童保育料は引下げを
● 学生への給付制奨学金を創設
●障害児の保育・教育発達支援を強める

● 中小企業支援とセットで最低賃金は時給 1500
円以上に

● 長時間労働、パワハラ、セクハラなどをなくす
● コロナ対応融資（ゼロゼロ融資）を「別枠債務」
にして、事業継続に必要な新規融資が受けられ
るように河合ようこ

河合ようこ
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力あわせて

市会議員

成宮まり子

府会議員

● 敬老乗車証の負担金は元にもどし、70 歳か
ら交付を。民間バスにも使えるように

● 区役所に行けるバス路線の拡充。「バス一日
券」は市内全域で使えるように

● 高齢者や障害者の避難対策、避難所の環境改
善・運営体制の見直しを

●身近な商店街・小売店への支援を

●洛西の医療の充実、安心を
●西京・洛西に新型路面電車など鉄道を
● 買い物対策をすすめ、身近な商店街の再生を
●米価を下支えし、都市・近郊農業を守ります
● 市立芸大跡地
は売却せず、活
用について西
京区民の声を
きき、公開の場
で検討を

● 「専守防衛」を投げすてる「敵基地
 攻撃能力の保有」NO！
● 基地周辺住民を調査・監視する「重
要土地調査法」は廃止を

● 原発の稼働中止、再生 
可能エネルギーの京都を

住みつづけられるように
交通や買い物不便を解消

洛西のまちづくりへ

小学校のような全員制の中学校給食を
医療費は高校卒業まで無料に

カギは、中小企業・
小規模事業者の賃上げ

自衛隊員のいのちを守る

まり子

ようこ

芸術大学の学生時代 困っている人をほっとけない！
市立芸大の大学院生の時におきた阪神淡路大震災の救援ボランティアとして
神戸へ。「困っている人をほっとけない。弱者に冷たい政治と社会を変えたい」
と、青年・市民運動から政治を志す。

「反貧困」を原点に
リーマンショック、「ハケン切り」で仕事や住まいを失った若者、
路上生活者を支援する「反貧困ボランティア」を京都の学生・若
者でたちあげ、住まいや立ち直りの相談・支援活動。

府議会で初の“子育てママ議員”です
2011年府会議員に初当選し、妊娠・出産（府議会では議員の
出産は初）。２人の子どもを育てる現役ママ議員として、保育、子ども医療、学校教
育、学校給食、女性の貧困、ジェンダーなどの願いをねばりづよく届けて奮闘中。
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市 議会に送っていただき20年。 皆
さんの激励、地域の皆さんや働

く現場の皆さんから聞いた声を力に、市
民のくらし 福祉の充実のために力を注
いできました。

長引くコロナ禍、物価高で暮らしも仕事
も大変。こんな時に、市民負担増、福祉
削減すすめる京都市政…変えたいです。

西京区は、急速に高齢化・人口減少が進
んでいます。

交通費はじめ市内中心部とのサービス
格差が大きく、その解消を求める声は切
実です。

誰もが安心して住み続けられる街にす
るために、一緒に力をあわせましょう!

● 西京区役所・支所に、保健所の設置を
● 介護保険の改悪を許さず、年金で入所できる特
養ホームを増設

● 国保料や介護保険料・利用料の引き下げを
●障害者・児の支援を強め、負担軽減を

安心できるコロナ対策、
医療・介護を
安心できるコロナ対策、

いのち守る

カギは、中小企業・
賃金UP！

小学校のような全員制の中学校給食を

お金の

心配なく住みつづけられるように
まちづくり

府 議会に送っていただいて12年。
“子どもたちの笑顔と幸せを一

番に”“子育て世代も高齢者も安心して
暮らせる政治に”とがんばってきました。

コロナ禍・物価高に岸田政権はまともな
手立てもなく、軍事費２倍化や憲法改悪
へまっしぐら。

こんな時こそ、京都府が「国いいなり」で
なく府民を守る役割を果たせ！と、みなさ
んと一緒に、要求署名や運動にとりくみ、
コロナ対策、子どもの医療費無料化、学生
への支援など一歩ずつ動かしてきました。

ひきつづき、みなさんの声を府政に届
け、くらしといのちを守る政治をめざし
てがんばります。

自衛隊員のいのちを守る
9条改憲

ストップ！

全員制の中学校給食を実施し、給食費

障害児の保育・教育発達支援を強める


